Landlord and Massacre: The Formation of Ranvir Sena and Political Change in Bihar, India by 中溝, 和弥
Title地主と虐殺--インド・ビハール州における私兵集団の結成と政治変動
Author(s)中溝, 和弥




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
アジア・アフリカ地域研究　第 9-2 号　2010 年 3 月





Landlord and Massacre: The Formation of Ranvir Sena 
and Political Change in Bihar, India
Nakamizo Kazuya*
Why and how do violent confl icts happen in a stable democracy?  India, the motherland 
of non-violence movements, has experienced numerous violent confl icts like religious 
riots, caste riots and class struggles since Independence.  Especially after 1980’s, the 
extent of violence has risen up drastically as Ayodhya-related riots and Naxalite-related 
violence.  How can we explain these violent confl icts in the 60-year experience of “The 
world’s largest democracy”?
This paper focuses on the formation of Ranvir Sena, which was set up by Bhumihar 
landlords in 1994.  Ranvir Sena, which is the most organized and brutal private army in 
Bihar’s Post-Independence history, provides an important case to analyze the relation-
ship between democracy and violent confl icts.
One important variable to explain the emergence of militia is the “democratization” 
in Bihar.  The traditional dominance of upper castes in rural society has declined decisively 
by the political change in 1990 onwards, which led to the formation of Ranvir Sena.  
Simultaneously, though, the case of Ranvir Sena indicates that the institution of 
democracy has the capacity to absorb once uncontrollable violent elements and gradually 
overcome the chain of violence.
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出所：Blair［1980: 65, Table 1］より筆者作成．





























 4） 「指定カースト（scheduled castes）」とは，「不可触民（untouchable）」を指す行政用語である．不可触民はヒン
ドゥー社会の最下層に位置し，苛酷な差別を歴史的に受けてきたため，インド憲法は不可触民制の廃止を 17条





上位カースト 上層後進カースト 下層後進カースト 指定カースト
貧農・貧中農 7.9 51.8 89.5 96.5
中農 0.7 17.5 2.6 1.5
富農・地主 91.4 30.7 7.9 2.0






























 5） ランヴィール・セーナーを，「全カーストの地主階級の傘」にしようとした試みについて，Singh, A.［1997］参
照．Sengupta［1997］も，ランヴィール・セーナーの特徴を，カーストにかかわらず全ての地主の利益を代弁
するものとしている．












 7） 『ヒンドゥスタン・タイムズ』（The Hindustan Times）紙記者サンジャイ・シン氏（Mr. Sunjay Singh）に対する
インタビュー（2002年 10月 29日：パトナのオフィスにて）．
 8） 上述サンジャイ・シン氏に対するインタビュー．月給・保険については，Louis［2000: 2210］が，月給 1,200
ルピー，1件の襲撃につき 1人あたり 10万ルピーの保険が掛けられていると報告している．
表 3　ビハール州における私兵集団
名前 所属カースト 結成年 活動県 活動状態






































ブミハール 1990 ガヤ／ジェハナバード 消滅
キサーン・サン（Kisan Sangh） ブミハール 1990 パトナ／ボジョプール 消滅
キサーン・モルチャ（Kisan Morcha） ラージプート  1989-
1990
ボジョプール 消滅
ガンガ・セーナー（Ganga Sena） ラージプート 1990 ボジョプール 消滅

















入ってから死者数は激増した．1976年から 1989年間の 14年間に 215名が殺害されたのに
対し，1990-2001年の 12年間には 456名が殺害され，犠牲者は倍増した［Louis 2002: 234, 
Table 8.7, 242-246, Table 8.8］．報道でも 1971年から 1990年までの 20年間で主要な事件が




の 8年間に約 30件の虐殺を行ない 262名を殺害した．前述のクマールの研究では，2005年
までの犠牲者数は 300名に上っている．10）
上位カースト・上層後進カースト地主は，加害者であると同時に犠牲者でもある．ルイスの









 9） Bhushan［1977: 974］，Rudolph and Rudolph［1998: 381, 390］，Pathak［1993: 28-35］，Louis［2002: 242-246, 
Table 8.8］を参照のこと．死者数について，ルイスは 14名としている．
10） Gupta［2001: 2743, Table 2］も，農業紛争に関する暴力の発生件数に関し，1989年までは 50件だったものが，



































自分の束を 2倍から 3倍の大きさで作るので，実際には収穫高の 6分の 1になっているとのことだった（2003





































































































































































20） 面積については，B. B. Lal, Census of India 1981, Series 4-Bihar, District Census Handbook, Bhojpur District, pp. 324-
325を参照した．人口については，Office of the Registrar General, India, Census of India 2001, Primary Census 
Abstract-Uttaranchal, Bihar, Jharkhand（CD版）を参照した．正確な人口は，1万 1,962名である．
表 4　ベラウール村のカースト構成（2001年有権者名簿）
分類 カースト 人数 割合
上位カースト バラモン（Brahmin） 206 2.99













































22） ボジョプール県におけるナクサライトの活動に関し，Mukherjee and Manju［1979］参照のこと．MLのアラ













るブミハール地主は日常会話のなかで 30 bigha所有と明言していたが，インタビューでは 18 bigha




































































































































28） ブミハール地主 A氏に対するインタビュー（2003年 2月 3日）．





























30） 前掲ブミハール地主 A氏（2003年 2月 3日），指定カースト農業労働者 B氏（2003年 2月 6日：氏の自宅に
て），指定カースト農業労働者 C氏（2003年 2月 9日：氏の自宅にて）に対するインタビュー．前掲指定カー
スト農業労働者 B氏によれば，逃げようとしてバス停にいた当事者（Badhu Choudhary）を指定カーストが捕
まえた，とのことである．“Naxals, Landlords clash in Bihar,” ［The Times of India (Bombay), October 6, 1994］
も「地主の兄弟（brother of a landlord）」を捕まえたとしている．捕まえたのか，引きずり下ろしたのか，証言
は分かれるが，拉致されたことは確かである．
31） ブミハール地主に対するインタビュー（2002年 12月 8日）．
























であった．日を越して 9月 29日の夜中 1時ごろ，ランヴィール・セーナーは多数の指定カー
ストが居住するシャラヒ（Siyarahi），ゴーング（Goong），フルワリア（Fulwaria）の 3つの




34） ブミハール出身のラヴィンダール・チョードリー博士（Dr. Ravindar Choudhary）に対するインタビュー（2003
年 2月 6日：ボジョプール県ベラウール・パンチャーヤット議員（ward no. 4選出）カムラワティ・デヴィ
〔Ms. Kamlawati Devi〕氏宅にて）．ベラウール村ヤーダヴ農民シヴシャンカール・シン氏（Mr. Shivshankar 
Singh）（2002年 11月 29日：氏の自宅にてインタビュー），ベラウール村ヤーダヴ農民ラージ・ナラヤン・シ
ン氏（Mr. Raj Narayan Singh）（2002年 11月 29日：氏の自宅にてインタビュー）も，「優位（supremacy）を
めぐる争いが問題となった」と述べた．


































37） 指定カースト小作D氏に対するインタビュー（2003年 8月 27日：氏の自宅にて）．
38） “Naxals, Landlords clash in Bihar,” ［The Times of India (Bombay), October 6, 1994］参照．


































40） 前掲指定カースト小作人D氏に対するインタビュー（2003年 8月 27日）．
41） MLの幹部である前掲サントーシュ・サハール氏（Mr. Santosh Sahar）も「全ては一本の煙草から始まった」と
説明した（2002年 12月 2日インタビュー：ボジョプール県アラの党支部にて）．































43） ボジョプール県ベラウール村長（Mukhiya）シヴ・ヴシャン・チョードリー（Mr. Shiv Vshan Choudhary）に対
するインタビュー（2002年 12月 5日：氏の自宅にて）．ブミハール・カーストの出身である．






































48） インドは，直近の 2001年センサスでも人口の 72.2％が農村に居住する農業国としての性格を色濃くもって






















カースト 1967 1969 1972 1977 1980 1985 1990 1995 2000 2005
上位カースト 133 122 136 124 120 118 105 56 56 68
後進カースト 82 93 77 92 96 89 117 160 121 112
議会定数 318 318 318 324 324 324 324 324 324 243
出所：2000年州立法議会選挙までは Srikant［2005: 37］，2005年（2月）州立法議会選挙については，
Asian Development Research Institute（Patna）作成の資料を参照し筆者作成．


















上位カースト 47.8 46.9 44.0 41.2 39.3 24.8 13.2
後進カースト 24.4 29.0 26.9 23.6 25.8 45.5 56.9
ムスリム 8.2 4.9 8.6 10.3 6.5 9.1 7.8
指定カースト 17.4 11.7 12.5 15.5 18.0 19.0 19.2
指定部族 1.1 4.3 7.9 8.8 8.3 1.7 0.6
その他 1.1 3.1 0 0.5 2.3 0 2.4
出所：1962年選挙から 1977年選挙までは Blair［1980: 68, Table 4］，1990年選挙は Srikant［1995: 25-
26］，1995年選挙は，Choudhary and Srikant［2001: 325］より筆者作成．
注）選挙年の括弧内は政権党を示している．数値は与党に占める社会集団の比率（％表示）．
（略号）INC：インド国民会議派（Indian National Congress），BKD：インド革命党（Bharatiya 





















能な 2005年 2月州議会選挙まで変わらない（表 6参照）．同じく，州議会与党のカースト構
成比も 1990年州議会選挙で，後進カーストが上位カーストを初めて上回ったが，1995年州議
会選挙では後進カーストの優位は更に進んでいる（表 7参照）．閣内大臣の構成についても，















































































55） ラルー・プラサード・ヤーダヴ元州首相に対するインタビュー（2004年 3月 12日：州首相公邸）．




































































60） ベラウール村ヤーダヴ農民に対するインタビュー（2003年 2月 5日：氏の自宅にて）．

































62） 前掲ブラフメシュワール・シンへのインタビュー（2002年 11月 5日）．




































64） 前掲ラメシュワール・プラサード氏に対するインタビュー（2005年 3月 7日）．ただし，直後に，「ランヴィー
ル・セーナー側のレフェリーだった」と付け加えた．彼は当時，ベラウール村で，戦闘の指揮を執っていた．
























68） 前掲ラメシュワール・プラサード氏に対するインタビュー（2005年 3月 7日）．
表 8　アラ下院選挙区の選挙結果






（R. L. S. Yadav）
C. D. P.ヴァルマ















（C. D. P. Verma）
H. P.シン
（H. P. Singh）
16.92（LKD） 29.64（JD） 32.69（JP） 23.69（SAP） 31.41（RJD） 25.21（JDU）
三位C. D. P.ヴァルマ











10.65（JNP） 22.97（INC） 17.43（ML） 19.55（ML） 22.57（ML） 20.82（ML）
出所：選挙管理委員会資料より筆者作成．
注）上段は候補者名，下段は得票率，所属政党（括弧内）の順に表示．
（略号）INC：インド国民会議派（Indian National Congress），LKD：ローク・ダル（Lok Dal），
JNP/JP：ジャナター党（Janata Party），ML：インド共産党（マルクス―レーニン主義）解放派













69） ベラウール村ブミハール地主マノージ・クマール・チョードリー（Mr. Manoj Kumar Choudhary）に対するイ
ンタビュー（2003年 8月 25日：氏の自宅にて）．
70） ベラウール村パンチャーヤット議員（ward no. 7選出）プーナム・デヴィ氏（Ms. Poonam Devi）（ブミハール





















（Vijendra. K. S. Yadav）




















20.13（IND） 24.37（INC） 15.59（JD） 25.21（ML）
出所：選挙管理委員会資料より筆者作成．
注）上段は候補者名，下段は得票率，所属政党（括弧内）の順に表示．
（略号）INC：インド国民会議派（Indian National Congress），LKD：ローク・ダル（Lok Dal），
ML：インド共産党（マルクス―レーニン主義）解放派（Communist Party of India（Marxist-Leninist）



































71） 前掲ヤーダヴ農民に対するインタビュー（2003年 2月 5日）．
72） 前掲ML活動家ヴィルバール・ヤーダヴ氏に対するインタビュー（2003年 9月 16日）．
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74） 1999年下院選挙については，CSDS Team［1999: 36］，2000年州議会選挙については，Kumar, S［2000: 29］，
2004年下院選挙については，Yadav［2004: 5511, Table 3］を参照のこと．もっとも，最近発表されたサンジャ
イ・クマールの研究によれば，上位カーストの BJP連合支持率は，1999年下院選挙が 71％，2000年州議会選挙
が 49％，2004年下院選挙が 63％，2005年 2月州議会選挙が 50％，2005年 10月州議会選挙が 65％，2009年下






会議派 39.1 10.1  8.7
インド人民党連合 16.5 59.5 77.6
ジャナター・ダル連合 20.9 29.1 11.6
民族ジャナター・ダル ― ― ＊
出所：Singh, V. B.［1995: 101］，Kumar, S.［1999: 2477］より筆者作成．
注 1）「＊」は negligible，「―」はデータ不在．
注 2）1995年州議会選挙の調査は発展途上社会研究センター（CSDS：Centre for the Study of Developing 
Societies）の調査として，選挙期間中の 1995年 3月 5日から 15日の間と最終投票日 3月 25日の


















































































76） ベラウール村指定カースト農業労働者 E氏に対するインタビュー（2003年 2月 9日：氏の自宅にて）．
77） この過程については，中溝［2008a］で詳細に検討した．

































年州議会選挙の 49％であり，BJP連合がラルー政権を打倒した 2005年 10月州議会選挙では 65％，直近の
2009年下院選挙でも 65％の上位カーストが BJP連合を支持している．Kumar, S［2009: 142-143］参照のこと．
81） ブラフメシュワール・シンは，無所属で立候補し 14万 8,973票を獲得した．当選は 29万 9,422票を獲得した
RJD候補のカンティ・シン（Kanti Singh），次点はMLのラーム・ナレーシュ・ラーム（Ram Naresh Ram）で
14万 9,679票だった．ML候補には，わずか 706票差まで肉薄した．筆者がインタビューした際には，出馬の
可能性を笑って否定していた．前掲 2002年 11月 5日インタビュー．
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